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平成22年度後期 学会講演公開講座研究会 於昭和女子大学（敬称略）
10月16日（第1回生活心理研究所公開講座「学童期のこころの育ちと支援」）
○虐待を受けた子どもの理解と援助学童期の子どもたちを中心に 子どもの虹情報研修センター 増 沢 高
10月30日（第2回生活心理研究所公開講座「学童期のこころの育ちと支援」）
○学び方の異なる子どもの理解と支援発達障害のある子どもを中心に 国立特別支援教育総合研究所 海津 亜希子
11月16日（女性文化研究所第124回定例研究会）
○八重と律子規の凶徳 教授 大 島 富 朗
11月27日（第3回生活心理研究所公開講座「学童期のこころの育ちと支援」）
○「子どもの力になる」大人になるため教育から遊育へ NPO法人「日本冒険遊び場づくり協会」副代表 天 野 秀 昭
12月 8日（第1回環境デザイン研究会）
○別荘地に定住する高齢者の居住環境に関する研究 教授 竹田 喜美子
○大正～昭和初期における着物婦人雑誌に見る流行と美意識 助手 千 葉 葵
12月11日（文化史学会第26回大会）
○平城遷都と長屋王（講演） 日本大学教授 中 村 順 昭
○山梨県北杜市諏訪原遺跡 2010年夏季発掘調査報告（調査報告）
大学院生 鑑 田 夏 実／大学院生 髙 野 舞／准教授 小 泉 玲 子／教授 山 本 暉 久
○2010年度 ベトナムホイアン調査の概要（調査報告） 大学院生 小野田 恵／教授 菊 池 誠 一
○考古学からみた「朱印船貿易絵図」（研究発表） 教授 菊 池 誠 一
○対馬の新神（さらかみ）供養「綱教化（つなきょうげ）」「提婆（だいば）」を中心として（研究発表） 教授 渡 辺 伸 夫
1月 8日（第3回人間社会学部研究会）
○算数科における見積もり能力の指導に関する研究面積の指導を中心にして 准教授 斉 藤 規 子
○女性の働きやすさの指標化「女性の就労環境と登用状況に関する調査研究」より 教授 飛 田 史 和
1月28日（女性文化研究所第125回定例研究会「科学する女性たちへ先輩からのメッセージ」）
○女のいもりんごと一緒に日本に渡ったアメリカホドイモ 特任教授 木 村 修 一
○科学する女性たちへ先輩からのメッセージ 特任教授 島 田 淳 子
2月23日（日本文学研究会）
○日本語を教えるとは？ 教授 遠 藤 藍 子
○『人形』の検討 教授 猪 熊 雄 治
2月23日（英語コミュニケーション学科教員学術研究会）
○「ヨーロッパの言語政策」CEFRとELPの応用可能性について 教授 緑川 日出子
2月23日（第2回環境デザイン研究会）
○膜構造建築ガラス建築の計画および環境設計の実証的検証に関する一連の研究 教授 佐 野 武 仁
○五重塔は私たちになにを語りかけようとしているのか 教授 安 宅 信 行
2月24日（女性文化研究所第126回定例研究会 研究員特別研究員研究報告会）
○ろう難聴女性のエンパワメント 助教女性文化研究所特別研究員 吉 田 仁 美
○生田長江の創作戯曲を中心に 女性文化研究所特別研究員 中 田 親 子
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平成22年度学苑編集委員
委員長 猪熊 雄治（近代文化研究所長）
尾﨑 保子（総合教育センター）
大島 富朗（日本語日本文学科）
丹羽 正子（英語コミュニケーション学科）
菊池 誠一（歴史文化学科）
松浪未知世（国際学科）
渡邊 佳明（心理学科）
根本 治代（福祉社会学科）
福田 淳子（現代教養学科）
押谷 由夫（初等教育学科）
竹田喜美子（環境デザイン学科）
不破眞佐子（健康デザイン学科）
曽田 功（管理栄養学科食物科学科兼任）
久下 裕利（文化創造学科）
